
此
の
村
は
‘
戸
核
抑
叫
十
三
ク
村
の
一
村
註
り
。
邑
人
の
仰
設
陀
‘
今

ナ
ガ
タ
と
呼
ぺ
れ
ど
.
昔
は
タ
サ
タ
と
開
閉
す
。
此
の
村
は
、
昔
永
勝

元
年
比
.
足
技
図
野
間
の
内
海
に
て
左
馬
頭
説
明
を
殺
害
せ
し
‘
長

岡
庄
司
忠
致
が
所
備
な
り
。
故
に
長
田
村
と
糾
す
る
よ
し
い
ひ
仰
へ

た
り
と
。
右
は
長
関
の
邑
名
K
披
り
て
附
合
せ
し
俗
設
な
る
べ
し
。

甲
斐
名
勝
志
K
.
E
麻
都
宮
原
村
K
鎌
聞
と
い
ふ
地
名
あ
り
。
土
人

金

津

古

政

志

巻

廿

，、

年
代
摘
裂
に
.
亭
保
十
二
年
六
月
北
腕
岡
村
・長
田
村
町
制
刷
新
家
関

之
油
連
之
。
と
あ
り
。
是
モ
の
初
め
左
ら
ん
か
。
文
政
四
年
二
月
都

地
の
ク
所
町
車
中
行
支
配
と
成
り
た
る
時
・
長
田
村
領
出
町
は
長
田
町

と
町
名
主
立
て
‘
此
の
時
蹴
岡
村
領
之
分
も
長
田
町
へ
迎
込
む
と
あ

り
て
、
元
は
相
針
詩
地
の
地
な
り
。
放
に
米
地
子
と
て
、
村
方
へ
地

税
米
主
納
め
た
る
地
た
り
し
か
ど
、
明
治
十
二
年
郡
地
の
タ
所
悉
く

市
中
町
地
へ
脇
せ
し
め
ら
れ
た
り
。

O
長

田

村

俗
K
町
繍
と
呼
べ
り
。
此
の
地
は
全
く
郡
地

K
て
、
後
世
町
家
を
建

て
た
る
も
の
也
。
組
尾
記
に
、
長
岡
町
は
北
ハ
初
め
元
総
の
頃
、
二
十

五
戸
前
間
近
江
守
下
邸
の
地
訟
に
家
廷
す
。
是
は
腕
問
の
村
地
在

り
。
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
長
国
町
は
元
称
以
後
の
事
に

τ
.

奥

村

兵

部

殴

一
節
令
一
-
勝
建
一
候
。
先
頃
御
申
越
候
、
各
組
足
韓
被
v
下
屋
敷
井
角
場

之
儀
、
南
庚
岡
村
領
之
内
被
=
相
願
一候

へ
共
・
此
所
は
御
腹
判
明
へ
近

候
肱
郎
、
共
外
に
て
願
可
ν
然
旨
被
a
仰
向
-
候
。
岬
術
者
笠
舞
村
領
之
内
本

多
安
房
下
屋
布
之
先
、
問
弁
村
釦
之
内
、
竹
間
五
郎
左
街
門
下
屋
敷

統
・
此
=
一
ク
所
之
内
陀
而
願
替
候
桜
花
と
被
a
思
召
-
候
問
、
被
v

得
昌
共

立
と
一
タ
所
之
内
被
v
致
a

余
諮
-
相
桜
、
霊
而
可
v
鵠
=
言
上
司候
。
恐
々
謹

一言
。

十
二
月
七
日

奥

村

兵

部

回

佐

小

限

勘

十

郎

原
悶
又
右
街
門

金

滞

古

政

志

巻

昨

ムハ

長

田

村

迄

之

内

加

藤

監

庄

術

門

一
、
問
弁
村
よ
り
一
大
柿
之
門

牛

回

椛

佐

一
、
小
立
野
如
来
寺
経
王
寺
雨
苛
後
辺
小
H
A
助
十
郎

一

、

小

立

野

興

力

町

末

原

田

又

右

街

門

右
私
共
御
賀
足
斡
射
場
井
被
v
下
屋
敷
・
如
v
開明奉
ν
願
候
。
以
上
。

五
月
六
日

加
藤
忽
左
術
門

牛

概

O
長
岡
神
社

俗
に
長
聞
の
天
一
仰
と
呼
べ
り
。
此
の
紳
祉
は
長
岡
村
陀
銀
臨
あ
り

て
、
長
岡
町
等
百
九
十
鈴
戸
の
産
土
榊
也
。
従
来
山
伏
成
師
仙
寺
別
世

持
に
て
奉
仕
せ
し
庭
、
明
治
元
年
比
復
飾
し
て
.
橘
兵
部
と
改
都
し
、

料
職
と
成
り
、
同
五
年
十
一
月
村
枇
陀
列
せ
ら
れ
た
り
。
貞
平
二
年

の
由
来
舎
に
一
耳
ム
。
石
川
郡
本
馬
所
長
岡
村
天
榊
枇
勤
簡
の
起
阪

は
、
延
久
元
年
後
三
保
院
諮
聞
に
一
一
位
宛
御
池
替
之
刻
、
此
地
花
御

建
立
。
共
時
分
は
.
坊
数
二
十
ケ
寺
.
一
枇
侃
六
十
六
町
御
寄
附
、
可
ν

五
九 酬

畑
中
納
言
余
光

榊
代
よ
り
け
ふ
の
た
め
と
や
八
っ
か
秘
に

た
が
闘
の
稲
の
し
た
ひ
モ
め
け
ん

天
邑
君
↓
印
以
=
北
ハ
稲
種
目
始
殖
E

子
天
狭
間
及
長
問
↓
ま
た
、
天
照
大
利
。

以
=天
狭
間
長
田
-
矯
=
御
悶
↓
な
ど
見
h
.
新
古
今
集
K
、
仁
安
元
年
大

笹
倉
主
基
方
稲
世
帯
歌
丹
波
関
長
岡
村
を
よ
め
る
。

加
藤
盟
友
術
門

宇

問

機

佐

小

泉

助

寸

郎

原
岡
叉
右
術
門

相
仰
ム
。
昔
議
朝
の
中
棋
士
銀
問
次
郎
正
前
が
位
せ
し
底
也
。
平
治
の

乱
の
後
、
長
田
庄
司
忠
致
が
三
男
事
千
代
、
此
の
地

K
来
り
鎌
聞
を

閉
山
み
位
み
け
り
と
あ
る
も
、
同
日
の
談
な
ら
ん
か
。
按
宇
る

K
.
長

岡
村
の
町
名
は
長
吉
田
の
割
問
な
る
べ
し
。
日
本
紀
一
脚
代
傘

κ、
図
定
=

奥

村

兵

部

桜

按
A
Y
る
に
・
右
加
藤
十
左
街
門

仲
間
機
佐
小
泉
勘
十
郎
三
人
は
・

延
寅
八
年
十
月
廿
九
日
被
ν
命
、
原
問
叉
右
術
門
は
、
天
和
元
年
三
月

H
一
日
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
凹
人
の
内
加
藤
・原
因
閑
人
は
筒
顕
・
宇

田
・
小
泉
雨
入
は
弓
一矧
た
り
。
天
和
二
年
九
月
什
八
日
吉
岡
左
大
夫

弓
頭
被
命
、
是
よ
り
弓
組
三
組
に
成
り
た
り
。

O
長

国

町
加
藤
設
左
衛
門
殿

原
問
叉
右
衛
門
殿

門

Z

へ}

右
は
元
和
元
年
也
。
加
藤
霊
左
衛
門
以
下
回
人
・
持
弓
偽
足
踏
頭
初

て
被
v
命
、
此
の
時
足
極
の
者
共
も
更
K
召
抱
え
た
り
。

一
筆
感
上
仕
候
。
M

加
者
私
共
御
顕
之
是
腕
少
L
K

召
抱
申
候
。
依
v
之

奉
v
何
度
ロ
問
士
宮
付
上
M

之
市
候
。
以
ロ御
序
-
宜
御
伺
被
v
成
可
v
被
v
下
候
。

恐
悦
誠
一官。五

月

六

日

五
JI. 




